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第 2章　松下光廣と大南公司
平田　豊弘
　天草町大江（現：熊本県天草市天草町大江）出身で、ベトナムの近代化に大きな影響を与えた松下光
廣氏について、天草でも知る人は少ない。ここでは、松下光廣の経歴と大南公司について、昭和中頃に
勤務していた平石皎氏のヒアリングと北野典夫著『海鳴りはてに』をもとに、述べる
　話者の平石皎氏は、大正10年（1921）大江村に生まれる。平石の母が松下光廣氏の近所であり、松下
氏より渡航の誘いがあったという。平石皎は11人兄弟の 2男で、長男は戦死しており、経済的理由によ
り昭和14年頃に松下の会社に入社することになった。当時、大南公司はサイゴンを本店とし10数箇所の
支店があった。中国人、ベトナム人との関係は良好で、商売上の競合も無く会社ではベトナム語とフラ
ンス語が話されていた。松下はベトナムの要人と知り合いが多く、政府の重要事業や人事の相談も受け
ていたようである。また、カオダイ教との繋がりもあった。松下は日本では大川周明氏との交流もあっ
たが、思想的関係より人間性に対す共感から交流を深めた。このため、大川の門下生が大南公司にも入
社している。
　平石皎は、昭和22年にベトナムで終戦を迎える。このため 6ヶ月ほど収容所に入ることとなり昭和23
年に帰国した。昭和25年、再度ベトナムに渡り大南公司に勤務する。主に、ダラッドの陶磁器工場の責
任者として勤務した。ベトナムでは平石夫妻と子供 3 人の 5 人家族の生活であったが、家にはコック、
お手伝い 2人、掃除人を雇っていた。しかし、このような生活が一変したのが昭和50年の北軍の南部侵
攻である。サイゴン陥落により日本人はハイフォンで収容された。これを契機に日本に引き上げたが、
大南公司などの資産は没収された。結局、 2回の政変に翻弄された一生を送る事になる。更に劇的な生
涯を送ったのが、松下光廣氏であろう。
平石皎氏
周縁の文化交渉学シリーズ 4　陶磁器流通と西海地域
116
1 　松下光廣の軌跡―天草からベトナムへ―
　松下光廣は、明治29年 8 月 3 日、大江村字里に生まれる。明治45年（1912） 1 月 8 日15歳の時、大江
から長崎に渡り、 1 月22日朝、フランス領のベトナムに到着した。ハイフォンに 2 泊、さらに 5 時間、
汽車でナムデインという町に着く。ここでフランス人向け日本土産品雑貨の小売店を出している同郷の
橋口セキの家に落着く。まもなくフランス国陸軍のトウルヤラ准尉にフランス語を、安南人小学校の省
先生にベトナム語を習う。ここで、フランス植民地公学校に席を置き 3年間フランス語を学ぶ。かたわ
ら、早稲田大学の商業講義録と法律講義録を購読、商業英語も猛勉強を始めた。大正 4年（1915）、ハイ
フォン市の日本人商社池田洋行に就職、ここで 2年半、輸入雑貨の税関事務を担当、日本との取引にた
ずさわる。その後、首都ハノイに出て、富茂洋行に 2年ほど勤める。大正 7年（1918）、サイゴン市の三
井物産出張所に入社し、 4年間勤務する。中国人街ショロンで精米監督、また電信や文書事務、シッピ
ング（船積み）などに従事し、商社マンとして必須なあらゆる業務全般の勉強を仕上げた。大正11年
（1922）27歳の春 3月、独立経営を志して首都ハノイに出る。この年 5月、蓄積した 5千ピアストル（邦
貨換算約 1万円）ばかりの貯金を資本として、鮫島ホテルを買収し『大南公司』という看板をかかげて、
貿易業を営むことにした。ハノイにあった鮫島ホテルの前経営者は、西日本一体に鳴りひびいた天草郡
富岡町（苓北町）の大網元鮫島本家当主小八郎の二女マツ（明治 9年・1876生）と三女キヨ（明治15年・
1882生）の姉妹であった。実業家として独立当時、松下光廣は、島原出身のキサと結婚していた。鮫島
姉妹からゆずりうけたホテルの経営は、このキサにまかせ、光廣自身は、大南公司社長として、インド
シナが産出する原料品の輸出に専念した。ハイフォン港から、ウイキョウの実（その油は香味料、薬用）
や牛皮、トウモロコシをフランスに、モチ米を日本に向けて盛んに船積みする。大南公司は、また、現
地人向け日用雑貨の店舗もかまえた。自己経営の商社を『大南公司』と名づけたあたり、ベトナム人の
側に立つ、松下光廣の壮大な気宇をうかがうことが出来よう。
松下光廣氏
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　大正12年（1923） 7 月、実業家として独立した翌年、日本における取引先を確立するため、ベトナム
に渡航以来はじめて帰国した。しかし、その年の 9月 1日、関東大震災に遭遇し、具体的な収穫も得ら
れず、11月にはハノイにもどった。昭和 3年（1928）、フランス領インドシナの経済的中心であるサイゴ
ンに本店を進出させ、ハノイは支店とした。昭和 7年（1932） 9 月26日には、日仏関税協定が暫定的に
結ばれ日本商品も扱いやすくなった。この頃より大南公司は、輸出入両面にわたる貿易業務を確立して
いく。昭和12年（1937）従来の個人経営方式を解消して、資本金400万ピアストル（邦貨換算約800万円）、
フランス法人の株式合資会社とし、古くからの店員たちに株を分かちあたえる。昭和15年（1940）日本
軍のインドシナ進駐のこともあり、以来、事業内容も、貿易のほか水陸運送業、土木建築業、薬局、食
用油製造業、その他広範囲に手を伸ばし、第 2次世界大戦勃発直前には、倉庫、土地、建物、工場など
に資産を合算すると邦貨2,000万円程を擁していた。また、日本の海上火災保険会社の代理業も開始、服
部時計店や宮田自転車、松下電器などとも特約し、各種製品の販売から修理まで一貫して手がけるよう
になった。終戦当時、彼の大南公司は、南方各地に、支店、営業所41ヶ所、現地人工員人夫までふくめ
ると従業員9,000人の大企業に成長していた。
　この頃、松下光廣は大川周明氏と知り合う。大川は、右翼的国家主義の政治活動家であったが、松下
は政治活動を抜きにして交友関係を結んだ。彼は、アジア問題に関する大川の著書を通じて、その思想
に共鳴し人格に傾倒した。東京で親しく交際が始まり、大川の若い門下生たちが、大南公司の社員とな
って南方各地へ渡っている。昭和15年（1940） 6 月、フランス本国のヴィシー政府がドイツ降状、この
年 9 月23日、日本軍が、北部インドシナに進駐し、日本は第 2 次世界大戦に突入する。当時の日本は、
サイゴン付近に有力な前進航空基地が必要であったが、既存のツドモー飛行場では、滑走路が600～700m
ぐらいしかなく、重装備の長距離雷爆撃機を発着させるためには、1500mの滑走路が必要となった。大
本営は、陸軍 3ヶ所、海軍 3ヶ所の航空基地整備計画を立てた。昭和16年 9 月初旬、松下光廣は海軍飛
行場の建設を依頼された。昭和17年 6 月、先妻を病気で失っていた松下は、茨城県出身の谷田部千代（大
正 8年・1919生）と再婚した。彼女との間に、その後、 2男 1女をもうけている。
2 　松下光廣とベトナム独立運動
　松下光廣は、実業家としての道を歩くと同時に、ベトナム独立運動の渦中に生きている。その経緯は、
昭和34年（1959）10月 1 日付、グェン・グオック・トウ南ベトナム副大統領あて一通の書翰の中で、彼
みずから、つぎのように感慨深く書き綴っている。
― かえりみれば1912年（明治45年）春、私は16歳（原文のママ）の若き身でベトナムにいた親戚を訪
ねてこの国に第一歩を印し、その後 3ヶ月間、ナムディン市の義兄（橋口セキの夫）の家で暮らしなが
ら数多くのベトナム青年たちと交わり、ベトナム語を学び、ベトナムの風俗習慣に親しんでベトナムを
知ることに努めました。その当時は、エンテ（安世）の森＝タイ・ニュエンを拠点としていたデ・タム
（提探＝黄花探＝ホアン・ホア・タム）の30年にわたる活発な反仏抗争が、ベトナムの若い人々の血を湧
かせ、有名なクォン・デ公の日本亡命やグェン・タイ・ホクの指導せるエンバイ（安沛）事件（ベトナ
ム兵の反乱）などがあって、独立復国運動の気運が全土に横溢していた時代だったのです。それは、日
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露戦争という近代戦で日本が大国ロシアを打ち破り、アジア人として最初にヨーロッパの侵略を阻止し
た歴史的事実に刺激された結果によるもので、アジアの民族的覚醒期にあたっていました。そのころま
だ年少未熟だった私を、祖国の独立を志す革命家たちが深夜ひそかに訪ねて来て、言葉も十分に分から
ぬ私に、漢字の筆談に託し（当時、ベトナムでは官吏に古い中国式進士の試験が行われ、国内一般に漢
字が通用していた）復国の壮志を、真剣に、かつ烈しく語りかけてくれたものです。私がただ日本人と
いうだけで、志士たちは、私を信頼してやってきたにちがいありません。その時から、私は志士たちの
独立と自由への切々たる悲願に魂の底で共鳴し、ヨーロッパ植民主義者の圧制に呻吟苦悩しているベト
ナム民衆に同情の念を強くするとともに、その桎梏を打破すべく生命をかけて抗争している革命家たち
の言動に、深く感動させられたものです。私とクォン・デ公との友情は、1921年（大正10年）にはじめ
て相知って以来、公の逝去の日まで30年間、変わることなく続けられました。（中略）やがて私は、日本
亡命中のクォン・デ公の要請によって、公の主催する越南復国同盟会（ベト・ナム・フク・コク・ドン・
ミン・ホイ）に協力することになり、第二次世界大戦前から戦争中を通じて、ベトナムの独立運動と深
い関係で結ばれることになりました。そして1973年（昭和12年）、私の行動は、ついにフランス当局の嫌
疑を招き、日本へ一時帰国した留守中に、事務所と自宅がフランス警察の捜査を受け、何らの証拠もな
いのに、ただちに欠席裁判で 8年の要塞禁錮または国外追放の敬が宣告されたのです。そのため私は、
1940年（昭和15年）における日本軍インドシナ進駐まで約 3年間、やむなく、東京や隣国タイに避難し
て商業活動をつづけざるを得ませんでした。第二次世界大戦開始後も、日本軍は、治安維持を理由とし
て、フランス当局の内政に不干渉の立場を取ったので、依然としてフランスの勢力がインドシナ全土を
支配していました。したがって、御承知のごとく、独立運動は相変わらず地下活動による以外になかっ
たわけです。その当時、私は、独立運動家たちへの資金援助と連絡場所に利用するため、ショロン（根
岸。中国人街）の “大世界” ―賭博場―の中からサイゴン駅前に、レストランARISTOを経営させたも
のです。（中略）そのため、戦時中、一度帰国した際、私がクォン・デ公をかついでベトナムの独立運動
を促進することを恐れてか、日本政府は、軍の命令と称して、しばらく私への旅券発給を停止したこと
があります。そのとき私は、「現地の政治問題には関与しない。」との誓約書を入れ、さらに私の理解者
だった日本陸軍の保証を得て、ようやく渡航を許されたのです。（中略）私が、敗戦の祖国日本とともに
戦後の苦しみの中をたどりはじめた時、かつて私と深い関係を持ったベトナム人の友人たちもまた、内
戦時代の混乱と激動の民族的試練の道を歩いていました。あるいはダラット方面でフランス軍に抗して
勇敢に戦った愛国者、あるいはベンミン共産分子のテロに倒れた有為の人材。これらの事実を綴れば、
おそらく、ベトナム革命史として一巻を成すに足るものがありましょう。
3 　大南公司の経営的展開
（一）合資会社大南公司（仏法人）
本店所在地　印度支那西貢（サイゴン）市ジョージギヌメー街 7－ 9番地
連絡所　東京都麹町区丸ノ内 2－ 2　丸ノ内ビルディング650号
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 大南産業株式会社内　大南公司東京事務所
社長　松下光廣
（二）事業地区　支店　出張所　所在地
仏領印度支那：支　店＝ハノイ　ハイフォン　ショロン　プノンペン
　　　　　　　出張所＝各地約20ヶ所
タイ国　　　：支　店＝バンコク
　　　　　　　出張所＝パクナンポ　チェンマイ　バタンナン　ナコン　ジャイ　シンゴラ
馬来半島　　：支　店＝昭南（シンガポール）　ペナン
　　　　　　　出張所＝タイピン　イポー
ビルマ　　　：支　店＝ラングーン
　　　　　　　出張所＝マンダレー　モニワ
海南島　　　：支　店＝海口
　　　　　　　出張所＝嘉積　文昌
（三）地区別の事業種目
仏領印度支那　： 木材（造材　製材　木工　製樽等木材一般），造船（木船建造　海務院型250トン級），
土木建築（飛行場建設含む），鉱山（雲母　緑柱石　燐鉱），皮革（製皮革　製靴），
油脂工業（製油　石鹸製造），食品工業（精米　乾燥食品），農業（黄麻栽培），
運輸（水陸　カンボジア河船100トン～700トン級10隻　ラオス車輛），
鉄工業（艤装金具　建築金具　自動車修理　機械修理　鋳物　兵器部品），
交易，保健（安田海上火災総代理店），軍需品納入，薬品製造販売，雑貨卸小売，
時計修理（服部時計代理店）
タ　イ　　　　： 軍需品納入，自動車タイヤ再製，自動車修理，製樽，製粉（米粉），
交易（輸出入　物品卸小売），保険代理業，運輸（船舶1,500トン保有），鉱山，
時計修理
馬来半島・昭南： 木船建造（軍用小型舟艇），自動車タイヤ再製，農園，交易，軍需品納入，
保険代理業（安田海上火災　帝国海上火災）
ペナン　　　　： 食品工業（缶瓶詰　味噌醤油醸造），土木建築，タイヤ再製，
軍需品納入（ドイツ潜航艇・Uボートの食糧生産製造供給），農園
ビルマ　　　　： 鉄工業（車輛　蹄鉄　ヤスリ再製），軍需品納入，木工業（牛車　銃床製造）
海南島　　　　：精米、軍需品納入
　松下光廣のベトナムにおける評価は、独立の志士クォン・デ公との長年にわたる親交や、カオダイ（高
台）教徒150万人との堅い結びつきの中に見出すことができよう。昭和34年（1959）5 月13日に調印され
た日本政府の南ベトナム賠償協定にあたって、仲介斡旋の労をとったのは、松下光広であった。
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　昭和50年（1975）4 月30日、南ベトナム臨時革命政府軍が、サイゴン市に無血入城した。サイゴンは、
ホーチミン市と改められた。これを契機とし松下光廣は昭和51年（1976）3 月に自社収集の資料全部を、
臨時革命政府に提供した。この時、国家計画委員会のディン・ドウック・ティエム議長から感謝され、
日本と新生ベトナムの橋渡しを依頼される。そしてこの年 5月、再入国ビザの交付を得て日本に帰った
のである。
　波乱に満ちた松下は、昭和45年の奨学金制度の創設や、昭和50年の図書館設置など故郷大江の振興に
も寄与している。晩年は大江で生活し、昭和57年 2 月 9 日に生涯を閉じた。
（松下光廣の年譜）
◎明治29， 8 ， 3 大江村字里（現在天草町大江字里）に生れる。
◎明治43， 大江尋常高等小学校を卒業。
◎明治45， 16歳の 1月，仏領印度支那（現在のベトナム）に渡航。ハイホン市の貿易商池田
洋行に入社。その後サイゴン市の三井株式会社に就職。この間，フランス語，ベ
トナム語を修得する。
◎大正11， 26歳の時，ハノイ市に貿易商大南公司を設立する。
◎昭和 3， 本店をサイゴン市に移し，以後印度支那半島各地及び東南アジヤ諸国に支店，出
張所並びに事業所を設ける。日本人社員約300人，各地現地従業員に合わせて約
5000人を数える大企業体となる。
◎昭和26， 8 大東亜戦争（第二次世界大戦）終結と共に，在外資産及び全事業を没収管理され、
全社員と共に無一文，無一物で日本に帰国する。
◎昭和26， 東京都に貿易会社大南公司を再建する。
◎昭和31， 再びベトナム共和国，サイゴン市に貿易会社大南公司を復活経営する。
◎昭和32， 在ベトナム日本人会会長に就任，同時に現地日越協会副会長に推され両国間の友
好親善に努む。その後ベトナム協会理事，日本カンボジア協会理事，日本ラオス
協会常任理事，アジア孤児福祉教育財団理事等に就任活動する。
◎昭和57， 2 ， 9 大江にて生涯を閉じる。
☆松下光廣記念図書館が誕生するまで
（ 1），昭45， 7 ， 1 松下光廣奨学金制度をつくる。
（ 2），昭46， 4 ， 1 松下光廣奨学金の貸付けを始める（第 1回生）。
（ 3），昭47， 4 ， 1 第 2 回生に奨学金を貸付ける。
（ 4），昭48， 4 ， 1 第 3 回生に奨学金を貸付ける。
（ 5），昭49， 4 ， 1 第 4 回生に奨学金を貸付ける。
（ 6），昭49， 9 ，17 松下光廣記念図書館建設を大江中学校長武富正勝氏と話しあい決定する。
（ 7），昭49，10， 4 松下光廣記念図書館建設促進委員会を組織する。
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（ 8），昭49，12，20 天草町議会で図書館用地購入及び造成費70万円を決定。
（ 9），昭49，12，28 山下駒吉氏図書館用地を譲渡。
（10），昭50， 1 ，25 図書館の設計，施工を大昌建設株式会社が引き受ける。
（11），昭50， 1 ，30 堀口建設によって土地造成完了。
（12），昭50， 1 ，30 大昌建設株式会社と工事契約を結ぶ。総工費720万円。（後670万円に変更）
（13），昭50， 2 ， 4 地鎮祭を行なう。この頃よりベトナム情勢激しく変動。
（14），昭50， 3 ，20 松下記念図書館の建設を機に「大江村郷土誌」を復刻。有志に配布。
（15），昭50， 5 ， 5 ベトナム政変。松下光廣氏健在にてベトナム，サイゴン市に踏みとどまってい
るという便りを東京の阿川氏より受ける。
（16），昭50， 7 ，30 松下光廣記念図書館完成。
（17），昭50， 8 ，21 ベトナム政変によつて，連絡が取れないままになつていたが英文電報（大江中
川崎伸男教諭による英文電報作成，英文電報訳）にて、ベトナム，サイゴンの
松下光廣氏と連絡とれる。
（18），昭50， 9 ，15 天草町丸岡町長，浜名教育長，松下光廣記念図書館建設促進委員等の出席のも
とに，盛大に落成式を行う。
（19），昭50， 9 ，16 熊日新聞に「郷土のデッカイ贈りもの」という見出しで写真いりの記事を掲載。
（20），昭50，10， 1 松下光廣記念図書館開館。（大江中生徒及び大江地区の人々へ解放）
　松下光廣翁褒賞事項
◎昭和30年　　　　　カンボジア国王より勲四等勲功章を授与さる。
◎昭和36年　　　　　カンボジア国王より勲三等勲功章を授与さる。
◎昭和39年　　　　　ベトナム共和国より二等金慶勲章を授与さる。
◎昭和42年　　　　　秋の生存者叙勲により勲四等瑞宝章を授与さる。
◎昭和43年　　　　　ベトナム共和国より二等社会功労章を授与さる。
◎昭和45年　　　　　ベトナム共和国より一等社会功労章を授与さる。
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（松下光廣寄贈品目録）
　松下光廣氏が大江中学校に寄贈した記念の品々
（昭和56年11月 3 日文化の日に寄贈を受ける。）
番号 品　　目 説　　　明
1 象牙 グエン，バンチュウ政権時代（1960年代）の高価な品。
2 壁掛け（レリーフ） タイ国産，木彫り，象の木材運搬の図。
3 ざる 少数山岳民族（モイ，シヤオ族）の日用品。
4 なべ，ひょうたん 仝上，13世紀のもの，銅製。
5 ドラ 仝上，お祝い，お祭り，踊りに使う。音色がよい。
6 皿（ 1） 13世紀のもの，ベトナム製，お茶のみ用，高価な品
7 皿（ 2） 2～ 3世紀の古い物。
8 ベツコウ 東支那海産。
9 アフリカダチョウ足 灰皿。
10 アオザイ人形 ヴェトナム人形。
11 陶器，花瓶 ゴーゼンゼム（1940年代）時代の物。
12 象牙の電気スタンド 象の鼻の根元で造った物。ベトナム製。
13 象牙の細工品 シヤム製。功在友邦ベトナム賞受領の品。
14 椀，湯飲み，灰落し ゴーゼンゼム大統領（1940年代）時代の物。
15 染付陶器，茶碗 大南公司合弁陶器工場永詳工場製。
16 福禄寿 ベトナムのサイゴン華僑製品。お祝いの飾り。
17 こま犬 玄関の両脇に据える魔除け。中国文化の影響。
18 近代的焼き物 陶器。
19 中国製火鉢 手あぶり。
20 阿蘇の絵（日本画） 森下仁丹社長よりの寄贈品。
21 ヒョウ，トラ，ワニ ベトナムのジャングルで捕獲した動物。（剥製）。
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